両腕 を 後の 帯に さし 挟み、 樹木 を 仰ぎ 仰ぎ ゆっくりと 

楽しそう に 歩き、 妻 君の 方 は その 傍に より 添うよう に 

して 笑顔 をい つも 湛 えていた。 私 は 見て いて この 夫婦 

に は 一種 特別な 光が さしてい ると 思った。 二人とも 富 

裕な 生活の 人と は 見えなかった が、 劣らず 堂々 とした 

I-V うま う せ \. 

立派な 風貌で 脊も 高く、 互に 強く 信じ 合い 愛し 合って 

いる 満足した 様子が 一瞥して 感じられた。 晴れた 日な 

ど 若葉の 間 を 真直ぐ に 前方 を 見ながら 来る 一 一人の 満ち 

まれ 

足リ たような 姿 は、 遠くから 見て いても 稀に 見る 幸福 

そうな 良い 感じだった。 今までから も 私 は 楽しげな 夫 

婦を 幾つ も 見て 来て いるが、 この 二人 ほど、 他所 見 を 



ことが 出来た。 また その 小僧の 口から、 八百屋の 老い 

た 主 婦が 加 藤 高次 郎 氏の 立派な 姿に、 朝， > J とに ぼん や 

り 見惚れて いるとまで 附け 加えて 語った ことがある。 

とにかく、 もう 老年の 八百屋の 主婦が、 朝 毎に ペダル 

を 踏んで 通る 高次 郎 氏の 姿に 見惚れる というよ うな こ 

うな 

と は、 私 もと もに 無理な く 頷く ことが 出来る ので ある。 

ようぼう 

高次 郎 氏の 容貌に は 好男子と いう こと 以外に、 人格の 

美し さが 疑い もな く 現れて いたから だった。 老年の 婦 

人と いう もの はた だの 馬鹿な 美男子に 見惚れる もので 

はない。 

私 はこん なに 思う ことがある。 < 間 は 生活 をし 



こと も、 私の 耳に いっか 努力す る ことなく 聞え て 来た _ 

見たところ 高次 郎氏は 無口で 声 も 低く、 性格 も 平凡な 

きわ 

ようだった。 私の いる この あたり 一帯の 風景が 極めて 

平凡に 見え たがために、 私 は 即座に この 地 を 選んで 移 

り 棲む 決心 をした のであった から、 ちょうど その 風景 

に 適合した ように 現れて 来た 高次 郎 氏の 姿 も、 自然な 

感興 を 喚び 起した にちがいないが、 いずれにせよ その 

方が 私に はこの 地 を 選んだ 甲 勢 も あ つたと 喜ぶ ベ きで 

ある。 私 はとき どき 仕事に 疲れ 夜中 ひとり 火鉢に 手 を 

あぶ みぞれ 

焙 りながら、 霎の 降る 音な ど を 聞いて いると き、 ふと 

高次 郎氏は 今ごろ はどうして いる だろうと 思 つたり す 



き 

ると、 私の 家の 附近い つたいの 森 はすべ て截り 払われ、 

空地に は 私の 家より 大きな 家が 次ぎ 次ぎに 建ち 出した。 

そのため 予想の ように 加 藤 家 は あ るか 無き かの ，) J と き 

V ぽ 

観を呈 して 窪んで いったが、 夫妻の 愛情の 細やか さは、 

前と 少しも 変り はなかった。 銭湯へ 行く ときで も 二人 

は 家の 戸 を 閉め 一 緒に 金盥 を 持って 出かけ、 また 並 

んで 帰って来た。 高次 郎 氏の 役所からの 帰りに は 必ず 

遠くまで 夫人 は 出迎えに いっていた。 小さな 躑躅 や 

きんせんか はちうえ 

金 盞 花な ど の 鉢植が 少しずつ 増えた 狭い 庭で、 花 を 見 

ささや 

降して いる 高次 郎 氏の 傍に は、 いつも 囁く ような み 

と 子 夫人の 姿が 添って 見られた。 この 二人 は 結婚して 



た 脱兎の ような 身の 速さ を 何となく 思い出した。 

高次 郎 氏の 不慮の 死 はや はり 子供た ちの 云い 張った 

ようだった。 酔 後 終電車に 跳ねられて すぐ 入院した が、 

そのと き はもう 内出血が 多すぎて 一 一日 目に 亡くな つ た 

という ことで ある。 みと子 夫人 は 裁縫の 名手 だから 高 

次郎 氏の 死後の 生活の 心配 は 先ず 無くと も、 見て いて 

むざん 

も 出来事 は 少し y J の 家に は 早す ぎて 無慙だ つ た。 加 藤 

家 は その後す ぐ 人手に わたった。 そして 一 家 は 高次 郎 

氏 やみと 子 夫人の 郷里の 城ケ 島へ 水の 引き上げて ゆく 

おとな 

ような 音 無し さで 移って いった。 

三 力 月 は 不慮の 死の 匂いが あたりに 潜んで いる 寂し 



し 耳 を 傾ける 構え だ つ た。 

「 一 剣に 心 こもりて おの づ から 身の あは だつ を かそ か 

に 知れり」 

t 力 

「正眼に 構えて 敵に 対 ひっつし ばし 相手の 呼吸 を はか 

る」 

これ は 戸山 学校の 剣道 大会に 優勝した ときの 緊張し 

た 剣客の 歌で ある。 次に こういうの があった。 

たつき 

「ことたれる 日日の 生活に 慣れに つ つ 苦 業 求む る 心う 

すらぐ」 

この 歌 は 恐らく みと子 夫人の 情愛に、 いっとな く慣 

れ 落ちて しまった 高次 郎 氏の 每 恨に 相違 あるまい。 こ 



歌 を 読みつ づけた。 

「移さ れ し さまに も 見えず わが 池 の 白き 睡蓮け さ 咲き 

にけ り」 

加 藤 高次 郎氏 のこの 歌集 は 題して 「水 蓮」 という。 

これ は 高次 郎 氏の 歌の 師匠の つけた 題で あるが、 この 

師は 高次 郎 氏の 「睡蓮」 について 睡を 水と した まま 次 

のように 書いて いる。 

「加 藤 君が かって 水 蓮に よって、 人生 をいた く 教えら 

れた ことがあ ると 言つ て、 しみじみと 洩らされ たこと 

があった。 先年 役所 (刑務所) の 庭に 造った 池に、 所 

長さん の処 から 一 株の 水 蓮 を 根分けして いただい たこ 
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